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ド リ プロ賛同企業様 

未来応援ド リ ームプロジェ ク ト 2 0 2 5 年度 

ご支援へのお礼と 活動報告　  

　 故郷の宝である子供達。 その子供達の「 輝く 未来」 や「 夢」 のための青少年育成事業を

支援すると いう 、 本プロジェ ク ト の趣旨にご賛同頂き 、 温かいご支援を 賜り まし て誠にあ

り がと う ございます。  

　 今年度は1 1 のスポーツイベント に支援金を 届けるこ と ができ まし た。 皆の想いが詰

まっ た事業と 子供達に、 皆様から 頂いた支援金を確かに届けるこ と ができ まし た。 本当に

あり がと う ございまし た。 重ねてお礼を 申し 上げます。  

　 こ こ 数年は活動支援金が縮小傾向にあり まし たが、 今年度はさ ら にその傾向が顕著にな

り まし た。 継続永年スポンサー様も 1 8 社と 減少いたし まし た。 大変残念ながら 支援金を

縮小せざるを得ない状況になり まし た。 減額と はなり まし たが、 支援先から の要望を お断

り するこ と なく 、 支援数は現状を 維持でき ており ます。  

　 こ のよう な状況の中、 2 0 2 6 年度はご寄付の申し 出を いただいており ます。 大変嬉し

く 、 有り 難い思いでいっ ぱいです。 少し でも 支援金の回復をと 考えており ます。 合わせ

て、 現在行っ ている団体支援も 金額が減っ ており ます。 ただ、 歩みを 止めるこ と なく 、 細

く 長く 応援をし ていき たいと 思っ ており ます。  

　 今後と も こ のプロジェ ク ト へのご賛同を 頂けますよう 、 何卒よろ し く お願い致し ます。 　  

　 末筆ながら 、 関係各位の益々のご飛躍を祈念し ており ます。  

2 0 26 年6 月吉日 

一般社団法人青少年未来応援機構Brilo  

代表理事　 井上　 浩幸 
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第 ２ ６ 回 鹿 島 市 観 桜 

小 学 生 ソ フ ト テ ニ ス 大 会 

 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月１２日（土） 
 

 

 

鹿島市ソフトテニス連盟 
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目 的：鹿島市を中心とした県内一円の小学生ソフトテニス競技者の技術の向

上と健全な心身の高揚及びソフトテニスの振興、普及を図る 

 

主 催：鹿島市ソフトテニス連盟 

 

後 援：鹿島市教育委員会 

 

協 賛：株式会社ルーセント、未来応援ドリームプロジェクト賛同企業 

 

期 日：令和７年４月１２日（土） 

 

会 場：鹿島市北公園テニスコート 

 

参加費：500 円／人 

 

参加人数 

参加クラブ 男子 女子 計 

１３クラブ ７８人 ８４人 １６２人 

 

参加地域：佐賀県内一円 

 

未来応援ドリームプロジェクト賛同企業様からの支援金：30,000 円 

（大会運営費、メダル、賞品に使用） 
 

《大会の総括及び来年度への展望》 

今年 2６回目の開催を迎えた本大会であるが、例年、県内一円から多数の

参加があり、小学生ソフトテニス競技者の実力を試す大会となっている。 

今年も支援のおかげで入賞者へメダルの授与を行うことができ、選手達に

はより一層の励みとなったと思われる。我々も第 30 回、40 回と続く大会

を目指し、あわせて今後の小学生競技者の健全な成長、ソフトテニス競技の

隆盛に寄与したいと思う。 

また、本大会は小学生大会ということで多数の保護者の来場があり、『未

来応援ドリームプロジェクト』の効果的な広報の機会となったと思われる。   
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スポーツライフ・鹿島 

卓球体験教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和7年6月14日（土）～7月12日（土） 

場 所：北鹿島体育館  
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スポーツライフ・鹿島 

卓球体験教室 

 
目 的 ・小中学生を対象に、卓球の楽しさを体験しながら、その普及と子供からの競 

技力向上を目的に開催する。更にこの教室をきっかけに高校・社会人と競技 

を続けてもらい、鹿島地区の卓球の活性化を図る。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和7年6月14日（土）～7月12日（土） 5回 

会  場 ・北鹿島体育館 

参加費 ・1,000円／一人（5回）傷害保険料を含む 

対  象 ・小学生以上 

参加人数 

総参加人数：67 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 30,000  円  （卓球ラケット・ラバー・ボール・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○鹿島地区のジュニアの育成を図り、子供たちの普及に努めることにより高校・社

会人へと競技を続けてもらえるよう競技力向上を図っていきたい。 

 

日程 6/14 21 28 7/5 7/12    合計 

参加者数 10 10 11 11 15    57 

指導者 2 2 2 2 2    10 

合計 12 12 13 13 17    67 
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小学生から中学生までの初

心者から経験者まで 10 名が

参加してくれました。指導者

からの挨拶のあと分かれて

実技です。ボールを打ち出し

てラケットに当てる練習か

ら行いました。 

それぞれのレベルに合わ

せて、分かれて練習を行

いました。経験者は直ぐ

にラリーが出来ましたが

初心者はなかなか続きま

せん。 

高学年になるとラリーが続き

卓球の楽しさを感じてもらえ

たと思います。徐々に試合らし

くなりました。卓球は奥が深く

回転が入ると難しくなります。 

最終日は卓球協会の人

にも参加してもらい子

供たちを相手に指導を

してもらいました。来年

以降も多くの子供たち

と指導者にも加わって

もらい交流ができれば

楽しくなると思います。
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スポーツライフ・鹿島 

スイミングスクール                       
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和7年6月27日（金）～8月2日（土） 

場 所：鹿島市B&G海洋センター プール 
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スイミングスクール 

 

目 的 ・保育園児から小学生を対象に、スイミングスクールを実施することにより 

     早く水に慣れ親しむと共に、その楽しさを体験し、永力向上や水の事故防止 

に役立ててもらうことを目的に実施する。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和7年6月27日（金）～8月26日（土）   

会  場 ・鹿島市B&G海洋センター プール 

参加費 ・3,500円／一人（12回）傷害保険料を含む 

対  象 ・3歳から小学生 

参加人数 ・申込者数 小学生 63 名 幼児 17 名  合計 80 名 

総参加人数：558 人 

参加地域 

 ○鹿島市内の保育園児、小学生 

 ○幼児と小学生の最終日は、参加者全員に参加賞と終了証を贈り終了した。 

 

報道実績 

 ○なし 

 

飲む応援より支援金 

○ 30,000  円  （講師謝金、保険料等に使用） 

 

来年度の展望 

○小学校での水泳授業は年々縮小されている現状で、水を怖がったり泳げない子ど

もたちが増加しています。この教室では水泳の専門指導員の丁寧で専門的な知識に

基づく指導により、早くから水に親しんでもらい、学校での習得を補う意味で実施

をしていきたいと思います。鹿島市には、一年中泳げる温水プールはありません

が、今後、鹿島市の子供たちが全て泳げるようになり、水の事故が少しでも減らせ

ればという願いから、この教室を続けていきたいと思います。 

 

実施日 6/28 7/2 4 5 9 11 12 16 18 19 26 8/2 合計 

参加者 63 62 60 17 59 62 17 59 57 16 17 17 506 

指導者 6 6 6 2 6 6 2 6 6 2 2 2 52 

小計 69 68 66 19 65 68 19 65 63 18 19 19 558 
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スイミングスクールは、

幼児の部と小学生の部に

分けて実施をしました。

それぞれを泳力に合わせ

てクラス分けを行い適切

な指導に心がけました。 

水に慣れていない幼児は、小

プールで水を浴びることか

ら始めました。お風呂で水を

かけ合う感覚で徐々に慣れ

るようにしました。 

小学校のクラスは、早速水

泳の基本であるバタ足か

ら練習をしました。その後

手の掻きや息継ぎなども

練習し、25 メートルを泳げ

るようになりました。 

幼児のクラスは、プールを

浅くして顔を浸ける練習

をしました。最初は体が浮

かないので手で支えなが

らバタ足も行い、泳ぐ形を

覚えていきます。これをき

っかけに泳ぐのが大好き

になってもらいたいです。 
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2 0 2 5  BOCA  ク リ ニッ ク ＆セレ ク ショ ン 

佐賀会場 

報告書 
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開催日時： 2 0 2 5 年7 月2 5 日（ 金） ~2 7 日（ 日）  

　 　 　 　 　 U9 （ 小学3 年生～1 年生） /1 8 :0 0 ~1 9 :3 0  

　 　 　 　 　 U1 2 （ 小学6 年生~4 年生） /2 0 :0 0 ~2 1 :0 0  

場所： 小城フ ッ ト ボールセンタ ー 

参加費： 1 d ay5 ,0 0 0 円　 ２ d ay8 ,0 0 0 円　 3 d ay1 0 ,0 0 0 円 

参加地域： 鹿島市、 佐賀市、 小城市、 多久市、 長崎、 福岡 

目的： ・ アルゼンチンで1 0 0 年を超える歴史を持つ名門「 ボカ ・ ジュ ニアーズ」 の指導者 

　 　 　 　 を 招聘し 、 日本の子供達が普段でき ないアルゼンチンのジュ ニア世代の選手が　 　 　 　 　  

　 　 　 　 行っ ているト レ ーニングを 体感し ても ら う 。  

　 　 　 ・ 本物に触れて子供達が目を 輝かせる瞬間や指導技術を貪欲に学ぼう と する姿を 見 

　 　 　 　 るこ と ができ 、 地域に根差し たサッ カ ー文化と 競技スポーツと し てのサッ カ ーの 

　 　 　 　 質的向上に貢献する。  

　 　 　 ・ 日本の将来を 担う 子供達のスポール・ サッ カ ーへの興味、 関心を高め同年代と の 

　 　 　 　 技術• プレ ーを 体感するこ と で成長と 向上心の高揚を図ると 共に、 各チーム相互 

　 　 　 　 の交流と 親睦を深める。  

　 　 　 ・ 参加者の中から 優秀選手を 選出し 、 ボカ ジュ ニアーズ育成部長のク リ ニッ ク へ招 

　 　 　 　 聘し 、 近い将来南米でプレ ーする可能性を 支援する。  

主催： NPOフ ァ ンダショ ンマーノ アマーノ  

共催： ボカ ジュニアーズ日本支部　 Grow ing  Pa ins 
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「 未来支援DREAM  PROJECT」 賛同企業（ 順不同）  

「 未来応援DREAM  PROJECT」 より 支援金 

1 0 ,0 0 0 円（ 熱中症対策と 大会運営に使用）  

参加人数 

（ 実数） U9 ： 1 1 名　 U1 2 ： 2 7 名 

初めは緊張し ていた子供達も コ ーチの活発な声かけ、 体を動かすこ と の楽し さ 仲間と 一緒

になっ てプレ ーする喜びを感じ さ せるト レ ーニングメ ニュ ーはさ すが「 ボカ ジュ ニアー

ズ」 だと 感じ た。  

サッ カ ーに繋がるフィ ジカ ルト レーニング、 ボールを 使っ たコ ーディ ネーショ ント レ ーニ

ングはなかなか日本では体感でき ないト レーニングが多かっ た。  

最後にはゲームで実戦でト レ ーニングし たこ と を 発揮し なければ意味がないと コ ーチの熱

い言葉に胸をう たれまし た。  

最終日にはセレ ク ショ ンを 行い、 優秀選手に選出さ れた選手は2 0 2 5 年1 2 月に東京で開催

さ れる【 BOCA JAPAN HC CAM P 2 0 2 5 】 に佐賀会場代表と し て参加し ます。

－12－



1 

第3回 KASHIMA SOCCER  

U-12 SUMMER CUP 

 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

主 催   鹿島市サッカー協会 

協 賛   (株)池田建設 (株)宮園電工 中島建設(株) 

      エスティ工業(株) (株)ニシケン・武雄営業所 
主 管   KASHIMA SOCCER SUMMER CUP 実行委員会 
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後 援   『未来応援DREAM PROJECT』賛同企業 

特別協力  かしまこどもフェス実行委員会 

 

・目的 

サッカーというツールを使い、鹿島市サッカー協会に所属する選手・スタッフ・保護者等が

県内外他チームの選手・スタッフ・保護者と交流する機会を創出し、併せて佐賀県内でもサ

ッカー処である鹿島市のジュニアサッカーチームの強化及び選手個人の人間力・競技力のさ

らなる向上を目的とする。 

 

・市内協力チーム  

鹿島JSC 

EAST KASHIMA jrs 

FC REVONA jr 

Brew KASHIMA 

 

・会 場  

鹿島市陸上競技場 天然芝 

 

日 時 令和  7  年 8  月 16(土)、17(日)  日  

 

・対 象  

ジュニア U-１２サッカーチーム（計１２チーム） 

 

市内参加チーム FC REVONA Jr 

        EAST KASHIMA Jrs 

        Brew KASHIMA 

 

隣市チーム   塩田JFC（嬉野市） 

 

招待参加チーム 唐津FC（佐賀）【前年優勝チーム】 

        ロンドSC（宮崎）＊諸事情により不参加 

         代替チーム EAST KASHIMA Jrs U-11（鹿島市） 

        FCレブロス（山口） 

        ソレッソ長崎（長崎） 

        エクセデール長崎（長崎） 

        中間FC（福岡） 

        土井首SSS（長崎） 

        ヒラキダサッカークラブ（長崎） 

 

 

・大会形式  
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① 16日 予選３ブロック(各４チーム）        9：30～ 

② 17日 順位別トーナメント(同点の場合3人PK方式)  9：00～ 

試合時間 １５－５－１５（給水有） 

競技規則 ８人制ルール、フリー交代、 

 

 

・表彰 

各パート優勝チームに賞状・トロフィー・賞品授与（１位パートの優勝チームには持ち回り

トロフィーを授与） 

個人賞 各チーム 監督コーチが選ぶ自チーム大会ＭＶＰ 各１名ずつ 

・結果 

１位パート 優勝 FC REVONA Jr(鹿島市)  準優勝 FCレブロス(山口) 

 

・総括及び課題と継続開催の展望 

昨年開催した県外ジュニアサッカーチームを複数招いての１DAYCUPを第３回からは交流の機

会をさらに増加させるため、また熱中症対策として２日間で開催した。 

宿泊を伴うチームもあった為、選手、スタッフ、保護者が鹿島の地や周辺地域に滞在し宿泊

や飲食を行い鹿島の町が多少賑わい潤ったのではないかと考えられる。 

目的である選手・スタッフ・保護者等が県内外他チームの選手・スタッフ・保護者と交流す

る機会を創出し、併せて佐賀県内でもサッカー処である鹿島市のジュニアサッカーチームの

強化及び選手個人の人間力・競技力の向上が大いに達成された大会となった。 

まず昨年同様真夏の過酷な気候状況のなかではあったが各チーム１日目３試合、２日目２試

合、計５試合を大きな事故無く大会を終えたことは何よりであった。 

事前準備では大会実行委員で打ち合わせを複数回行い大会レギュレーション、試合組合せ、

賞品選定まで決定した。また今回からは協賛企業様からの資金協力も受け協賛バナーを作成

し会場内に掲示した。初年度からの未来応援DREAM PROJECTからの後援も含め参加チームへ

の賞品等の購入や２日間開催の会場費、試合球等の備品準備に充てられた。当日の熱中症対

策としては大型ミスト付き送風機を協賛企業の(株)ニシケン武雄営業所から貸出提供を頂き

２日間常時稼働して対策の１つとし試合の前半後半の間には飲水タイムを設け、今大会は非

常時の氷も多く準備しさらに特別協力して頂いたかしまこどもフェス実行委員会の森田ドク

ターにも常駐してもらい心強い熱中症対策ができた。 

試合運営面でも一目で全体を管理できる状況であった為概ねスムーズに進行できた。表彰に

ついては各チームに優秀選手個人賞を設け自チームコーチが選ぶ大会MVPを選んでもらい賞

品を贈呈した、また全チームに商品を持ち帰ってもらうよう商品も準備した。 

順位結果については昨年初めて市外に持ち回りの優勝カップが持ち帰られることとなったが

今年は鹿島市のチームと山口県のチームが優勝を争い見事鹿島市のチームが優勝カップを獲

得し鹿島にカップが戻ってくる形となった。 

 

昨年出た課題面の改善として今大会は２日間開催としたことで昨年より１日の試合数も少な

めにできたことから時間が押す傾向は改善でき窮屈な日程にならず余裕を持った運営と試合

進行ができ１日目の昼休憩時の開会式、２日目の表彰式等含め事前準備した通りで進んだの

は昨年からの改善された点と考える。 
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4 

全国的に夏のフェスティバル等や日中高温時のサッカープレイ自体について様々な議論が出

ている中でこの大会もどのように開催していくべきかを考えないといけないが今後もこのよ

うな課題面とも向き合いながら鹿島のサッカー(スポーツ)を盛り上げるために引き続き実行

委員会で検討していきたい。 

昨年同様競技場外の盛り上がりも期待し特別協力のかしまこどもフェス実行委員会の森田代

表に協力を仰ぎ数台のキッチンカーを出店し飲み物・かき氷・軽食等を販売してもらった。 

 

実行委員会の準備も充分設け協議を重ねられた。そして協賛企業様にも多数協力頂き、参加

チームにも２日間開催の賛同を得られ総合的に大変満足のいく大会となった。今後もアップ

デートを重ね鹿島市サッカー協会としてさらに独自性のある大会にすべく各チームや実行委

員で準備をし、課題克服を議論し今後の大会をより良いものにしていきたい。 

 

最後に、改めまして協賛頂いた企業様、後援頂いた未来応援DREAM PROJECT様、協力頂いた

かしまこどもフェス実行委員会の皆様、鹿島のチーム関係者の皆様ありがとうございまし

た！！来年もぜひよろしくお願いいたします。 
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第 20 回のごみっ子杯 Jr バレー大会 

 

 

実施報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 9 月 20 日(土) 

能古見 JVC 育成会 
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目 的 ： バレーボールを通し、同年代との技術、プレーを体感する事で成長と向 

       上心の高揚を図ると共に、各チームとの交流と親睦を深める。 

 

 

主 催 ： 能古見 JVC 育成会 

 

協 賛 ： 「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業様 

                                                                                                        

期 日 ： 令和 7 年 9 月 20 日（土） 

                                                                                

会 場 ：ふれあい楽習館、能古見小学校体育館        

 

参加費 ： A チーム 2，000 円   B チーム 1,000 円 

 

対 象 ： ジュニアバレーボールクラブ 

 

    参加チームと参加人数     

 

�  能古見→A、B、C チーム                  20 名 

�  北鹿島→A、B、C チーム+C 混合チーム        20 名 

�  鹿  島→A、B チーム+C 混合チーム          15 名 

�  明  倫→A、B チーム+C 混合チーム             15 名 

�  多  良→A、B チーム                    13 名 

�  大  浦→A チーム+C 混合チーム             9 名 

�  立  花→A、B チーム                      15 名 

�  有  明→A、B チーム                      15 名 

�  塩  田→A チーム+C 混合チーム            10 名 

�  江  北→A チーム                             10 名 

�  東  陵→A、B チーム                    15 名 

�  国  見→A チーム                      16 名 

                   

               合計 1２チーム  173 名 
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参加地域 

 

 〇 佐賀県 ： 鹿島市、太良町、嬉野市、伊万里市、江北町、白石町 

 〇 長崎県 ： 雲仙市 

 

未来応援 DREAM PROJECT 様より支援金 

 

  30，000 円（大会運営費、トロフィー、メダル、賞状などに使用） 

 

来年度の展望 

 

 〇 毎年恒例の大会であり、規模を縮小してでも地元チームや他地域のチームと 

   交流・親睦を図り、さらに絆を深めていけるよう、これからも継続していきた 

   い。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

参加 12 チームの指導者に自チームの 

MVP を各 1 名選出してもらい、 

☆キラキラ賞☆を贈呈！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A パート 優勝・準優勝チームに賞状とトロフィー 

       3 位 2 チーム賞状 

       敢闘賞チームに賞状と盾 

B パート 優勝・準優勝チームに賞状とトロフィー 

       3 位 2 チームに賞状 

C パート 優勝チームに景品 
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ふれあい楽習館  A パート 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A チームは迫力あるプレー

の連続で観戦者も手に汗握

り応援をしていました。ま

た、たくさんの方が応援をし

てくださり会場も温かい雰

囲気に包まれていました。 

－22－



 

能古見小学校  B・C パート 

 

  

 

          

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B・C チームは、初めて試合

に出場する子供もいて、一

生懸命な姿に感動しました。 

たくさんの応援の中で、楽し

くプレーをしていました。 

また、子供達へのサポートの

必要性も改めて感じました。 
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 今年も「のごみっ子杯」開催にあたり、未来応援 DREAM PROJECT 賛同企業の皆

様からの多大なるご支援を賜り、誠にありがとうございました。皆様のご厚情に深く

感謝申し上げます。 

  おかげさまで、今年は 20 回記念大会という節目の年に、昨年を上回る 12 チーム

にご参加いただき、盛大に開催することができました。悪天候の中ではございました

が、皆様のご協力と、参加チーム関係者の皆様のご理解のもと、無事に大会を終える

ことができました。 

参加者の皆様からは「低学年の子どもたちもプレーを体験でき、成長や向上心を高

められた」「MVP メダルをいただけて、やる気や楽しさを持ってプレーできた」とい

った喜びの声を多数いただき、本大会が子どもたちの健やかな成長の一助となってい

ることを実感しております。 

 これもひとえに、未来応援 DREAM PROJECT 賛同企業の皆様の温かいご支援の賜

物と、心より御礼申し上げます。伝統ある本大会を今後も継続し、地域の子どもたち

のスポーツ振興に尽力してまいりますので、引き続きご支援ご協力いただけますよう

お願い申し上げます。 
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スポーツライフ・鹿島 

硬式野球体験教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和7年9月13日（土）～11月8日（土） 

場 所：鹿島市民球場  
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硬式野球体験教室 

 
目 的 ・中学 3 年生の野球部ＯＢを対象に、佐賀西部地域の硬式野球の振興と競技力 

向上を目的に実施することにより、高校での部活動への関心を高めることに 

よりこの地域の硬式野球の活性化に繋げたい。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和7年9月13日（土）～11月8日（土） 6回 (雨天中止：2回) 

会  場 ・鹿島市民球場 

参加費 ・2,000円／一人（8回）傷害保険料を含む 

対  象 ・中学3年生の野球部ＯＢ 

参加人数 

総参加人数：94 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市・嬉野市 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 30,000  円  （硬式ボール・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○中学から高校へ進学するにあたり、硬式野球に興味を持ってもらい、進学後も部

活動を継続して行うきっかけを提供し、佐賀県西部地域の高校野球の活性化を図

り、昭和 35 年以降途絶えている甲子園出場を達成してもらい、地域の活性化に繋

げていきたい 

日程 9/3 20 27 10/4 11 18 25 11/1 8 合計 

参加者数 11 中止 12 中止 12 12 11 中止 12 70 

指導者数 4 0 4 0 4 4 4 0 4 24 

合計 15 0 16 0 16 16 15 0 16 94 

－26－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

以前に比べて子供の数が減少し、部

活動の減少が顕著になっているた

め、参加者も減少気味である。 
他の硬式野球とも競合しているた

め、教室の方法も検討が必要であ

る。 

準備運動の後、まずは硬式

のボールに慣れるためキャ

ッチボールから始めまし

た。肩やひじを壊さないよ

うに丁寧に指導を行いまし

た。今年から指導は若い指

導者に代わりました。 

次に内野守備の練習と外野守

備の練習を分けて行いました。

参加者も徐々に硬式ボールに

慣れて軽快なフットワークで

守備を熟していました。次第に

他の学校生徒とも打ち解けて

いました。 

次にトスバッティングを行いま

した。併せて守備の練習も行い早

く硬式球に慣れるようにひと通り

の流れで練習を行いました。 
教室の後半はゲーム形式で他チ

ームと練習試合を行い、2 回は雨

により中止となりましたが、無事

に教室を終了しました。 
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スポーツライフ・鹿島 

アクティブチャイルド教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和7年10月3日（金）～10月31日（金） 

場 所：鹿島市民体育館  
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アクティブチャイルド教室 
目 的 ・幼児から小学低学年を対象に、柔軟体操・サーキットトレーニング・リズム 

体操などを取り入れ、様々な動きと音楽に合わせてリズム感を鍛えることに 

より、脳を活性化させて集中力を高めることを目的に実施する。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和7年10月3日（金）～10月31日（金） 5回 

会  場 ・鹿島市民体育館 

参加費 ・1,000円／一人（5回）傷害保険料を含む 

対  象 ・幼児～小学校低学年 

参加人数 

総参加人数：120 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 30,000  円  （施設使用料・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○幼児期に子どもが積極的に運動をすることで、心肺機能が向上し体力・持久力を

つけることができます。また、集中力・継続力・忍耐力・疲れにくい体や病気への

抵抗力・治癒力など生活に必要な力を養うことにつながります。加えてバランス感

覚や日常生活に必要な体の使い方・身のこなしや転び方を自然に学べることになり

ます。今後もこの教室を通して、多くの子供たちがスポーツに親しむ機会を提供し

ていきたいと思います。 

 

日程 10/3 10 17 24 31    合計 

参加者数 21 23 22 21 23    110 

指導者 2 2 2 2 2    10 

合計 23 25 24 23 25    120 
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今回は幼児から小学生まで

多くの子供たちが参加をし

ました。教室の前にみんな

で記念写真を撮りました。 
これから５回にわたり実施

をしました。 

まずは運動の前に怪我

の無いように柔軟体操

をしっかり行います。そ

の後体育館全体を使っ

て鬼ごっこをしました。 

その後は、リズムに合わせて 
ジャンプをしたり、左右に跳

ねたりして体の運動とリズム

感を養います。子供たちは直

ぐに慣れて行きました。 
 

最後は２つに分かれてボ

ールを使ったゲームやリ

レーなども行い体全体を

使って汗を流しました。 
楽しそうな子供たちを見

ていると今後も続けてい

きたいと思いました。 
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スポーツライフ・鹿島 

アーチェリー体験教室 
 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間：令和7年11月1日（土）～11月29日（土） 

場 所：鹿島市林業体育館  

 

 

－31－



アーチェリー体験教室 

 
目 的 ・国民スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」でのアーチェリー競技が鹿島市で開 

催されたことを受けて、競技の定着と普及を図るため小学生以上を対象とし 

たアーチェリー教室を開催した。 

主  催 ・スポーツライフ・鹿島 

後 援 ・鹿島市教育委員会 

協  賛 ・「未来応援 DREAM PROJECT」賛同企業  

期  日 ・令和7年11月1日（土）～11月29日（土） 5回 

会  場 ・鹿島市林業体育館 

参加費 ・1,000円／一人（5回）傷害保険料を含む 

対  象 ・小学生以上 

参加人数 

総参加人数：69 人 

参加地域 

 ○佐賀県：鹿島市 

  

報道実績 

 ○無し 

 

飲む応援より支援金 

○ 30,000  円  （用具・的紙・矢・指導謝金に使用） 

 

来年度の展望 

○鹿島市が国スポのアーチェリー会場として 10 月に開催したが、そのレガシーと

して鹿島市への競技の定着を図る目的で、多くの鹿島市民がアーチェリーに接する

機会を設け、更にジュニアの育成を図ることにより高校・社会人へと競技を続けて

もらえるよう普及を図っていきたい。 

 

日程 11/1 9 15 22 29    合計 

参加者数 11 10 11 11 11    54 

指導者 3 3 3 3 3    15 

合計 14 13 14 14 14    69 
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初日は、準備体操で体をほ

ぐし、アーチェリーの基本

を習った後、体力に合わせ

て班分けを行いました。 

繰り返し近距離からの試

技を行い、的に当たった

矢を回収します。その時

点数も確認し、競技性を

向上させます。 

練習は、一斉に５本の矢を放

ち、その後安全を確認してから

全員で自分の矢を的から取り

ます。別の人が矢を放っている

ときに前に出ることはありま

せん。 

慣れるにつれて徐々に

距離を伸ばし最終日には

15m の位置からゲーム

形式で楽しみました。弓

を射る姿は様になって

います。今後も多くの皆

さんが参加してもらい

たいです。 
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第 ４ ５ 回 県 下 家 族 

ソ フ ト テ ニ ス 大 会 

 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月３０日（日） 
 

 

 

鹿島市ソフトテニス連盟   
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目 的：ソフトテニスを通じて家族の融和を図り、また、世代を越えた交流を

行うことにより、技術の向上と健全な心身の高揚及びソフトテニスの

振興、普及を図る 

 

主 催：鹿島市ソフトテニス連盟 

 

後 援：鹿島市教育委員会 

 

協 賛：株式会社ルーセント、未来応援ドリームプロジェクト賛同企業各社 

 

期 日：令和７年１１月３０日（日） 

 

会 場：鹿島市北公園テニスコート 

 

参加費：2,000 円／ペア 

 

参加人数 

年 代 男 女 計 

小学生 １９人 ２２人 ４１人 

中高生 ２２人 ２１人 ４３人 

成人（40 歳未満） １５人 ９人 ２４人 

成人（40 歳以上） ２２人 １４人 ３６人 

合 計 ７８人 ６６人 １４４人 

総参加人数：１４４人 
 

参加地域：佐賀県内一円 

 

未来応援ドリームプロジェクトからの支援金：30,000 円 

（参加賞、入賞者賞品代に使用） 
 

《大会の総括及び次年度への展望》 

今年、４５回目の開催を迎えた本大会であるが、例年、県内一円から小学

生から親世代、おじちゃん、おばあちゃん世代まで幅広い年代にわたる多数

の参加があり、世代を越えて親睦を深めることができる大会となっている。 

今年は例年より多い７２ペアの参加をいただいて盛大な大会となり、支援

のおかげで参加賞を出場者全員に配布することができ、入賞賞品も充実した

ものとすることができたため、参加者みなさんに喜んでいただけたと思う。 

今後もソフトテニスを通じて家族の融和が図れ、世代を越えて親睦を深め

ることができるような大会運営を行っていきたいと思う。 

また、本大会は家族大会ということで、『未来応援ドリームプロジェクト』

について、幅広い年代に知らせることができたと思われる。 
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2026年3月31日

2025年度未来応援ド リ ームプロジェ ク ト 収支報告

収入

項目 金額 備考

継続永年賛同企業様から の支援金 493,970 
応援自販機、 コ ーヒ ーマシン、

ウォ ータ ーサーバーよ り

団体支援による手数料収入 ¥76,733
鹿島ロ ータ リ ーク ラ ブ様、 鹿島市サッ カ ー協会様、

太良剛柔会様よ り

2025年度賛同企業様寄付金 0 

募金箱による寄付金 2,030 今年度開催の各種イベン ト にて

基金から の運営費補填 33,562 支援事業運営費に対する 補填

合計 ¥606,295

支出

項目 金額 備考

スポーツ ラ イ フ 鹿島 150,000 硬式野球教室、 体操教室など5競技開催

観桜ソ フ ト テニス大会 30,000 鹿島市ソ フ ト テニス連盟主催　 4/10開催

アルゼン チン サッ カ ー教室 30,000 NPOフ ンダショ ンMAM主催　 7/25～7/27開催

サマーカ ッ プ・ ジュ ニアサッ カ ー大会 30,000 鹿島市サッ カ ー協会主催　 8/16.17開催

能古見っ 子杯 30,000 能古見バレーボール部講演会主催　 9/20開催

親子ソ フ ト テニス大会 30,000 鹿島市ソ フ ト テニス連盟主催　 11/30開催

光と 色と 風のフ ェ スタ 30,000 ブレイ ズ株式会社主催　 11/15～11/16開催

各種税金 71,000 市税、 県税、 国税

決算費用 66,550 千和会計事務所

事務消耗品及び通信、 広告費など 66,745 HPド メ イ ン、 ク ラ ウド 利用　 等

本部事務所維持費 72,000 賃借料、 電話契約料、 登記費用など

合計 ¥606,295

差引 ¥0

こ れまでの累積支援実績

支援し たイベント や教室、 大会など ・ ・ ・ ・ ・ ・ 92 回

参加し た児童、 生徒、 学生 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 14,365 人

イベン ト 支援総額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4,510,000 円

団体支援総額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2,162,890 円

－51－


